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後者は3(n,打*)の例になっているO

光照射時の定常状態では,a -700(G)でナフタレンの磁化率は10~8(cgs)べシゾフェノ

ンは～10~9(cgs)の常磁性の信号を示し,入点以下の温度では十分測定可能な大きさであり,

光をon･offした後の磁化変化乱 用 の指数関数成分の和 AMz- ∑ALC-i/Tiでよく表わせb

る｡

ナフタレンは3つの成分から成 り,(1)緩和時間は71-2･5(sec),72-100(ms),73-

10(ms)程度であり,, T2, T3は温度に強く依存する｡ これはスピン格子緩和の Orbach過程

に起因しているO(2)Al<0,A2,A3>0であり,Al,A2もTl,T2と同様の温度変化を示
す｡

ベンゾフェノン蛾1)EP了のときは,2つの成分から成 り, Tl-2(ms), T2-20(ms)

である. いずれも温度に余り依らない.(2)EP言の時は,i- 2の成分のみに近い形で表わせ

る.(3)成分の振幅鋸 A2/AIIは励起光の波長によって変化する.これはB-Pの 1(n打*)励起,

DDEの 1(打方*)励起の違いに依存している.

ナフタレンの発光寿命は2･4(sec)程度であると知られており, Tlがこれを示すと考えら

れるo T2, 73は温度に対しAE～13(cm-1)の活性化エネルギーをもつスピン格子緩和であ

る. TlとT2,T3のニケタのオーダーの違いから-2Kでは三重項内の分布は熱平衡に近い

と考えられ,このことから励起分子の数を推定した｡

ベンゾフェノンにおいては,三重項の各サブレベル-の分布が,励起されたレベルからの三

重項の経路によって異なり,スピン格子緩和力適 い為に,をの分布は惑車衡から異なり,励起 も

レベルの違いが反映されることが分った｡

20. AIZn合金に於ける電子照射誘起析出の研究

和 田 理

核融合炉の内壁は照射により損傷を受け変形 ･析出などの大きな物理的化学的変化を生じる｡

現在研究されている多くの合金材料-のイオン,中性子照射では現象が複雑で,ミクロな解析

が行なえない｡それ故,均一かつ高濃度に点欠陥を導入し,しかもその場観察のできる超高圧

電子顕微鏡を用いて単純なAIZn合金に於ける照射誘起析出の現象を研究した.

Aト 3･4at.%Zn固溶体を電子照射すると,照射誘起析出物 (RIP:RadiationInducedPr-
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ecipitate)の出現 ･成長が観察される｡RIPの成長は初期には一定速度であるが次第に減速し

て停止する｡RIPの体積密度は低温ほど大きく,その最終的な直径は高温ほど大きい｡また

高温ほどRIPが観察されるまでの借伏期間は長い｡体積密度と温度のアレニウスの関係から

析出過程の活性化エネルギーとして2.0eVが得られた｡また密度や倦伏期間の照射強度依存

性についても調べ,RIPの出現のための臨界照射強度があること,倦伏期間が照射強度を増

すと著しく減少することなどが判った｡

一方,ステレオ測定により空間分布を調べ,RIPは試料中央部にほぼ均一に分布し,溶質

濃度が中央部で高められてい草ことが判明した.これは照射を続けながら降温し過飽和状態か

ら析出させることより確かめられた｡

以上の実験から核融合炉に於ける合金材料のような強照射下ではRIPを生 じるような新し

い平衡関係が合金内部に作られることが明らかで,その主役は点欠陥と溶質原子の相互作用及

びそれによる両者の流れであると結論される｡

21･ Ⅹ線回折による層間化合物NbS2(PY)1/2

の面内構造の研究

向 田 広 巳

層状物質(ホスト)の層間は特異な反応空間を提供し異種 の 原 子 ･分子 (ゲス ト)を受 け入

れて,いわゆるインターカレーション化合物を形成する｡そ し て ホ ス トー ゲ ス ト間の相互作用

により多様な結晶学的及び電子的構造が形成され,新しい物 性 の 発 現 性 を秘 め た新 物 質 と して

注目されている｡

我 は々,層状物質2H-NbS2の各層間に有機分子ピリジン (PY ;O N )をイ ン ター カ レ

ートした化合物NbS2(PY)1/2につきPYの面内構造をX線回折を用いて研 究 したo これ まで

電子線回折によりPY分子はTS70℃では 13aX2√ra(a:hexagonalNbS2の面内格 子

定数 )の長方超格子 を形成 し(Type凪 ), 70ST≦100℃では9aX2ノ3a(Typel),

そしてr≧ 100℃において disorder相に転移するが,非可逆的であることが報告されている｡

この電子線回折の実験は真空中で行なわれているので,我々はPYの飽和蒸気圧下での測定が

必須であると考え,強度測定に信頼性の高いX線用の特別な電気炉を製作し,PY超格子の温

度変化 を"その場観察 〝で追跡した｡その結果,T≧70℃においてTybel構造は存在せずType
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